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「
職
・
住
・
育
プ
ラ
ス
遊
」

近
接
型
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
経
済
的
安
定
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
「
職
」
環
境
を
整
え
、
暮

ら
し
や
す
い
「
住
」
環
境
を
整
備

し
、「
子
育
て
支
援
」
や
「
教
育
」

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
く
わ

え
て
、
少
し
の
「
遊
び
心
」
を
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
、
ど
の
世

代
も
暮
ら
し
や
す
く
、
未
来
に
希

望
が
持
て
る
地
域
の
実
現
に
取
り

組
み
ま
す
。

計
画
期
間
を
町
長
任
期
と
あ
わ

せ
て
前
期
4
年
・
後
期
4
年
の
計

8
年
間
と
し
、
町
の
将
来
像
に
掲

げ
た
「
世
代
を
超
え
て
住
み
心
地

の
良
い
、
温
も
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
7

つ
の
分
野
で
目
標
を
設
定
し
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
道

路
や
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
、
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
国
や
県
と
連
携
し
、
河
川
・

道
路
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
災
害
復
興
に
努
め

つ
つ
、
次
の
災
害
に
備
え
る
意
識

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

行
で
多
様
化
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
医
療
や
介
護
の

専
門
職
だ
け
で
な
く
、
包
括
的
で

重
層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
地

域
全
体
で
図
り
ま
す
。

　
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
も
努
め
ま
す
。

　
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
「
フ

ル
ー
ツ
」、
ガ
ー
ベ
ラ
や
菊
な
ど

の
「
花か

き卉
」、「
久
留
米
絣
」
な
ど

の
伝
統
産
業
に
く
わ
え
、
工
業
団

地
を
有
し
、
農
業
と
工
業
、
伝
統

と
革
新
が
融
合
し
た
強
み
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
資

源
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
観
光

振
興
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
4
年
12
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
環
境
と
の
共
生
を
念
頭
に
、
住

民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
た

資
源
循
環
型
・
低
炭
素
社
会
の
実

現
を
提
唱
し
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
を
設
置
し
、

　
令
和
4
年
12
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
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学
校
運
営
協
議
会
と
も
連
携
し
て
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
幼
保
小
の
連
携
も

進
め「
通
い
た
い
」「
通
わ
せ
た
い
」

と
思
え
る
教
育
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
時
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
文
化
の
継
承
や
活
用
に
努
め
、

幅
広
い
年
齢
層
が
ス
ポ
ー
ツ
や
芸

術
に
親
し
め
る
環
境
を
整
備
し
、

地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

問い合わせ先

企画課企画係
☎0943-32-1196

町
長
が
町
議
会
３
月
定
例
会
で
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
や
主
要
な
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
「
第
5
次
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
7
つ
の
基
本
施
策
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

施
政
方
針

基
本
施
策
1
（
暮
ら
し
）

「
日
々
の
安
心
と
、
ち
ょ
う
ど

い
い
日
常
の
あ
る
ま
ち
」

基
本
施
策
3
（
産
業
・
地
域
経
済
）

「
暮
ら
し
に
活
気
と
賑
わ
い
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

基
本
施
策
5
（
教
育
・
文
化
）

「
郷
土
を
守
り
、
未
来
を
担
う

人
を
育
む
ま
ち
」

基
本
施
策
4
（
環
境
保
全
）

「
地
域
目
線
で
考
え
、
地
球
規

模
の
行
動
を
興
す
ま
ち
」

基
本
施
策
2
（
保
健・医
療・福
祉
）

「
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
寄
り

添
う
ま
ち
」
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　これからどんなまちを目指し、どのよ
うにまちづくりを進めていくのか、その
指針となるのが「総合計画」です。
　本計画は、R6 ～ R13 度の 8 年間の
計画で、「基本構想」「基本計画」「実施
計画」から構成されます。

広川町第 5次総合計画を策定しました
　町民の皆さまとともに計画を進
めるため、概要版を各世帯に配布
します。総合計画に基づき実施
する具体的な事業計画（実施計
画）は、町ホームページに掲載
します。

　
人
口
減
少
が
全
国
的
な
課
題
と

さ
れ
る
中
で
「
活
力
あ
る
地
域
社

会
」
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
町

内
外
で
人
々
が
つ
な
が
る
機
会
を

増
や
し
、
多
く
の
人
に
地
域
活
動

や
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
広
川
町
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
移
住
定

住
に
つ
な
が
る
流
れ
を
創
り
、
関

係
人
口
を
地
域
の
活
力
に
変
え
ら

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

現
代
は
情
報
化
社
会
で
あ
り
、

膨
大
な
情
報
に
囲
ま
れ
生
活
し
て

い
ま
す
。
町
民
に
必
要
な
情
報
が
、

ほ
か
の
多
く
の
情
報
の
中
に
埋
も

れ
ず
に
適
切
に
届
く
よ
う
、
広
報

機
能
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
多
く
の
人
と
対
話
を
重
ね
、
生

活
者
・
当
事
者
目
線
を
持
ち
、
堅

実
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権

侵
害
な
ど
、
新
た
な
課
題
に
も
向

き
合
い
、
性
別
や
障
が
い
の
有
無
、

国
籍
な
ど
に
よ
る
違
い
を
認
め
合

い
、
多
様
な
生
き
方
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

基
本
施
策
6
（
交
流
）

「
人
と
ま
ち
の
想
い
を
結
ぶ
ま
ち
」

基
本
施
策
7
（
協
働
・
財
政
運
営
）

「
持
続
可
能
な
明
日
を
築
く
ま
ち
」

「災害復旧を進めます」

「ふれあいタクシーの利用料金を値下げします」

7 月豪雨により被害を受けた、道路・河川・水路
などの公共施設の早期復旧を行います。

「プレミアム商品券を発行します」
価格高騰に対する支援、地域経済の活性化を
図るため、プレミアム商品券を発行します。

「ゼロカーボン推進事業を進めます」
広川町脱炭素ロードマップに基づき、SDGs
やゼロカーボン、脱炭素社会を進めます。

公共交通の利便性向上を目的に、9月から利用料
金を値下げします。

「学校給食費を一部助成します」
物価高騰による給食費の上昇を抑え、子育
て世帯の負担軽減を行います。

「竜光寺公園をリニューアルします」
子どもの遊び場確保の観点から、竜光寺公
園の遊具などを更新します。

「子ども医療費の無償化を拡大します」
子育て支援拡充のため、10 月から 18 歳以下
の子ども医療費を無償化します。

「こどもまんなかプロジェクトを進めます」
「こどもまんなか社会」の実現を目指し、結婚
から子育て、教育支援まで地域全体で総合的に
支援します。

子育て支援係
↓

こどもまんなか係
【係名の変更】

こどもまんなか係

学校教育係

こども
まんなか
推進室

子ども課

子ども課に
こどもまんなか
推進室

を設置します

4/1 ㈪
から

令和 6年度は特に次の施策を進めていきます
新 新

新

新




